
第３号様式 

令和６年度 第４回西部公民館運営審議会 会議録 

 

１ 開催日時  令和 6年 12月 19日（木曜日） 

午後 2時から 3時 15分 

 

２ 開催場所  船橋市西部公民館 2階 第 1・2集会室 

 

３ 出席者 

（1）委 員   宍戸委員長、坪木副委員長、新宮委員、中西委員、日出委員、 

村尾委員 

（2）事務局     西部公民館長、丸山公民館長、塚田公民館長、葛飾公民館長、 

西部公民館長補佐 

 

４ 欠席者   牛山委員、中道委員、法典公民館長 

 

５ 議 題 

【公 開】 

(1) 各公民館の事業報告（9月 19日から 12月 18日） 

(2) 各公民館の事業計画（12月 19日から 3月 31日） 

【非公開】 (3) 社会教育関係団体登録申請（1件） 

 

６ 傍 聴 者  なし 

 

７ 決定事項 

(1) 各公民館の事業報告（9月 19日から 12月 18日）を承認 

(2) 各公民館の事業計画（12月 19日から 3月 31日）を承認 

(3) 社会教育関係団体登録申請（1件）を承認 

 

８ 議 事 次頁より 

 

９ 次回は令和 7年 3月 19日 午後 2時から 

西部公民館 第 1・2集会室にて開催予定 

  

10 問い合わせ先  船橋市西部公民館  ℡:047-333-5415 

 

公開用 
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開会 

 

○事務局（西部公民館長補佐） 

 本日はお忙しい中、お集まりいただき、誠にありがとうございます。開会に先立ち、

配付資料の確認をさせていただきます。 

 まず、本日机の上に配付しております資料は、本日の次第、席次表の２点と、社会教

育関係団体登録申請書が１点です。こちらは個人情報を伏せたものを事前に送っており

ますけれども、本日改めて省略のないものを配付しております。このほかに社会教育課

より「まなびの風」が委員各位に配付されております。あとは、各公民館が作成しまし

た館報もお配りしておりますので、後ほどご覧ください。 

 次に、事前にお送りした資料です。本日お手元にご用意いただきたいものは、事業報

告と事業計画の２点です。個人情報を伏せた社会教育関係団体登録申請書の資料も後ほ

ど回収させていただきますので、出しておいてください。不足はありますでしょうか。

大丈夫でしょうか。 

 それでは、ただいまから令和６年度第４回西部公民館運営審議会を開会します。 

 議事に入ります前に、定足数についてご報告いたします。本日は牛山委員、中道委員

から、都合により欠席のご連絡をいただいております。委員８名中６名の方が出席され、

半数以上の出席がございますので、船橋市公民館条例施行規則第 15条第３項の規定によ

り、この会議が成立します。また、船橋市情報公開条例第 26条の規定により、船橋市の

設置する附属機関の会議は原則として公開とされていますことから、本日の審議会につ

いて傍聴人の受付を行ったところ、本日傍聴人はおりませんので、ご報告いたします。 

 なお、本日、法典公民館の館長は体調不良のため会議を欠席させていただきます。法

典公民館の説明については西部公民館長が行いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、これよりは船橋市公民館条例施行規則第 15条第２項の規定により、委員長

に議長となっていただき、議事を進めていただきます。委員長、よろしくお願いいたし

ます。 

○宍戸委員長 

 かしこまりました。自席で失礼いたします。 

 皆様、こんにちは。暮れのお忙しいところ、ご出席いただきましてありがとうござい

ます。たくさんの内容があるようですけれども、皆様の忌憚のないご意見をいただいて、

スムーズに進めたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。簡単ですけれ

ども、挨拶とさせていただきます。 

 それでは、審議に入ります前に、議事録署名人を指名させていただきます。日出委員

にお願いしたいのですが、よろしいでしょうか。 

○日出委員 
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 はい。 

○宍戸委員長 

 では、よろしくお願いいたします。 

 それでは、審議に入ります。議事（１）「各公民館の事業報告」を西部公民館から順

次お願いいたします。 

○西部公民館長 

 事業報告のご説明に入ります前に、前回の審議会で私の発言に１か所誤りがありまし

たので、この場をお借りしておわびと訂正を申し上げます。 

 前回、日出委員から、「スマホの教室はなぜソフトバンクが多いのですか」というご

質問をいただきました。これに対し、「ソフトバンク株式会社と船橋市は包括連携協定

を締結しているためです」とお答えしましたが、包括連携協定は誤りで、正しくはデジ

タル教育に関する事業連携協定です。前回の発言を訂正し、おわびいたします。 

 補足ですが、このデジタル教育に関する事業連携協定は、「誰一人取り残されない、

人にやさしいデジタル社会」を目指して、船橋市とソフトバンク株式会社との間で 2022

年、令和４年の６月１日付で締結しました。以来、この協定に基づき、市内の全公民館

において、スマホ講座やプログラミング講座、情報モラル講座などのデジタルデバイド

対策講座をはじめ、人型ロボットペッパーくんを先生として脳トレ運動のマットス講座

を行っていただくなど、毎年 100件近くの講座にソフトバンク株式会社さんと船橋市で

連携して取り組んでいるところでございます。 

 前回の審議会での発言の訂正及び補足説明は以上でございます。お時間をいただきあ

りがとうございました。 

 それでは、これよりは９月 19日から 12月 18日までの期間の西部公民館の事業報告を

ご説明いたします。お手元の資料で報告の１ページから６ページをご覧ください。 

 初めに、青少年事業が２件です。 

 １件目、「ふなばしハッピーサタデー事業」は、全 12回のうち４回分を記載のとおり

に実施しました。このうち９月 22日のおばけやしきは、西部公民館においては初めて実

施した新規の企画でしたが、青少年相談員連絡協議会のご協力により、大変本格的なお

ばけやしきが出来上がり、子供たちの思い出に残るような怖くて楽しい体験の機会を提

供できました。また、12月７日のハッピークリスマスの参加者数が空欄になっています

が、102人の参加でした。 

 青少年事業の２件目は、「司会講座～司会をやってみたい！司会がうまくなりたい！

人前が苦手で克服したい人全員集合！！」全２回コースを実施しました。こちらも初め

ての企画で、参加者は少人数でしたが、少人数のメリットとしてプロのアナウンサー講

師から一人一人密度の高い指導を受けることができ、熱意のある子供たちが好きなこと

をさらに伸ばせるような充実した学習の機会となりました。講座終了後は参加者全員が、



 －3－ 

10月に開催した西部公民館の文化祭において、実際にステージ発表の司会を担当し、学

びを実践に生かす体験学習につながりました。 

 続いて、成人事業です。成人事業は、１ページ目の一番下から３ページ目の一番上ま

で、スマホ講座が「触っておぼえる！スマホの基本と LINE体験」と「触っておぼえる！

スマホの基本と防災の備え」の２件、そして、「歴史探訪講座～“新一万円札”渋沢栄

一の功績～」、「わくわくセミナー～祝 60周年！！新幹線誕生とこれから～」、「リカ

レント講座 スマホでできる！Canva でチラシをつくろう」と、計５事業を実施しまし

た。 

 抜粋して２ページの一番下「リカレント講座」について説明します。前回の審議会の

時点では詳細未定のため掲載していなかった事業なのですが、その後調整が進み、12月

１日と８日の全２回コースで実施したものです。内容は、かもめ IT教室代表の岩間麻帆

氏を講師に迎え、スマホでチラシを作成するための基本操作と演習を分かりやすく指導

していただきました。Canva という誰でも無料で使えるデザインツールのアプリを受講

者自身のスマホにダウンロードして実習し、初心者でもすてきなチラシを作成すること

ができました。仕事や地域活動にすぐに役立つスキルを身につけることができ、リカレ

ント講座としての目的を達成したと考えています。12月８日の回の参加者数が空欄にな

っていますが、８人の参加でした。 

 次に、高齢者事業が２件です。「西部寿大学」と「ふなばしシルバーリハビリ体操教

室」を計画どおりに実施しました。参加者数が空欄のところ、西部寿大学の 12月 11日

の回は 49 人でした。また、ふなばしシルバーリハビリ体操教室の 12 月 18 日の回は 40

人でした。 

 続いて、３ページの一番下から６ページまでは、その他事業です。その他事業は、「本

はともだち」、「西部子育てサロン」、「おもちゃの病院」、「親子で楽しもう」、「本

館家庭教育セミナー」、「西部公民館文化祭」、「第 30回地域福祉まつり」、「本中山

歩け歩け大会」、「就学時健診等における子育て学習」、「バイオリンとピアノの音楽

さんぽ」、「サークル見学・体験月間」、「館報の発行」と、合計 12の事業を記載のと

おり実施しました。はじめに参加者数が空欄のところですが、４ページ「西部子育てサ

ロン」の 12月 17日クリスマス会は、69人でした。次に、その他事業の中から抜粋して

１件、「サークル見学・体験月間」について補足説明します。今回初めての試みとして、

市内の公民館全 26館のうち 20館が足並みをそろえて集中月間を設定し、全市的なサー

クル見学・体験会を開催しました。この企画の背景としては、コロナ禍等の影響で、社

会教育関係団体の団体数や各団体内の会員数が年々減少傾向となっている状況がござい

ます。これを受けて、何らかのサークル支援対策が必要と考え、少しでも会員数が増え

るきっかけとなるよう、今回の見学・体験会を企画したものです。 

 西部公民館においては、27の団体が参加され、合計 71人の見学者が来館されました。
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見学者が実際に入会に至ったケースも見られ、事業の一定の成果が得られたものと考え

ております。まだ全館の結果集計は終わっていないのですが、広報ふなばしや市のホー

ムページで 20館が一斉に周知を図ったことにより、公民館ごとに単独で開催するよりも

集客効果がアップしたのではないかと感じている公民館が多いため、この企画について

は令和７年度も継続して全市で連携しながら取り組みたいと考えています。 

 長くなりましたが、西部公民館からの事業報告の説明は以上でございます。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございます。 

 続いて、法典公民館もお願いできますか。 

○西部公民館長 

 はい。続きまして、９月 19日から 12月 18日までの期間の法典公民館の事業報告をご

説明いたします。資料は報告の７ページから 11ページです。 

 初めに、青少年事業は、「絵本の読み聞かせ」と「ふなばしハッピーサタデー事業」

の２事業を計画どおり実施しました。このうちハッピーサタデーの９月 22日の回は、法

典子どもフェスティバルの一環として毎年恒例の大きなイベントとなっており、今年も

537 人が参加して大盛況でした。法典地区子ども会連絡協議会や船橋市レクリエーショ

ン協会、法典地区生涯学習コーディネーターなど、大変多くの地域の皆さんのご協力と

連携により、おばけやしき、レクゲーム、手づくりおもちゃ、お話ゾーンなど盛りだく

さんの内容で、地域の子供たちに思い出に残る楽しい体験の機会を提供できました。 

 青少年事業の中で参加者数が空欄のところが２か所ありますのでご報告します。まず、

「絵本の読み聞かせ」12 月 14 日の回は２人でした。また、「ふなばしハッピーサタデ

ー事業」12月 15日の回は 72人でした。 

 次に、成人事業です。８ページの「法典小学校家庭教育セミナー」と「就学時健診等

における子育て学習」の２事業を記載のとおり実施しました。 

 続いて、高齢者事業です。８ページの一番下から 10ページの一番上まで、「認知症予

防教室（マットス）」と「スマホの情報モラル講座」、「法典寿大学」、「ふなばしシ

ルバーリハビリ体操教室」、「もっと知ろう！自分のスマホ」の５事業を記載のとおり

に実施しました。参加者数が空欄のところが２か所あります。「法典寿大学」の一番下、

12月 12日の回は 60人でした。また、「ふなばしシルバーリハビリ体操教室」の一番下、

12月９日の回は 43人でした。 

 最後に、その他事業です。10 ページの２段目から 11 ページまで、「子育て支援講座

（ぽんぽこ広場）」、「第 45回法典地区文化祭」、「館報『法典公民館だより』の発行」

の３事業を計画どおり実施しました。 

 抜粋して第 45回法典地区文化祭について簡単にご報告します。例年どおり、今年も法

典公民館と丸山公民館の２会場において合同で開催しました。10ページの記載は法典会
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場だけの参加人数で、２日間合計 2,269人でした。後ほど丸山公民館長からご報告いた

します丸山会場のほうの参加人数は、16ページに記載があるのですが、２日間で 2,309

人でした。２つの会場を合わせると、２日間の合計で実に 4,578人もの大勢の皆さんが

参加され、まさに地域の連携と交流が一層深まったと言える大盛況の文化祭でした。 

 法典公民館からの事業報告の説明は以上でございます。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、丸山公民館、お願いいたします。 

○丸山公民館長 

 丸山公民館の９月 19日から 12月 18日までの事業報告を行います。 

 最初に、青少年対象事業、「ふなばしハッピーサタデー事業」です。日程・内容等は

資料のとおりです。12 月 14 日の「ダルマさんと遊ぼう！！」の参加人数は空欄となっ

ておりますが、５名となります。ご記入をお願いいたします。参加人数は少なかったの

ですが、紙コップに思い思いのダルマの似顔絵を描き、見せ合いっこするなど、参加者

は楽しんでおりました。 

 次に、「巡回児童ホーム 小学生わくわくタイム」です。９月から 11月にかけて資料

のとおり実施いたしました。 

 続きまして、成人対象事業です。「まるやま友遊講座」としまして、資料のとおり４

回実施いたしました。この講座は生涯学習コーディネーターが企画・運営を行う協働事

業で、人生 100年時代を健康に豊かに暮らすための暮らしに役立つ知識や情報を学ぶこ

とをねらいとしています。今年は全４回１セットで募集をしたのですが、来年度からは

１つの講座ごとに募集をしたいと考えております。回数としては３回から４回を考えて

おります。 

 次に、「小学校就学時健診等における子育て学習」ですが、法典東小学校及び丸山小

学校において資料のとおり実施いたしました。 

 14ページをご覧ください。「丸山公民館本館家庭教育セミナー」です。空欄箇所のご

報告をいたします。12月７日 10時から実施のアイシングクッキーづくりが、12組、25

名、15時 30分からのバランスボールが、５組、13名となります。アイシングクッキー

とは、粉砂糖と卵白を混ぜてつくったものをデコレーションしたクッキーとなります。

評価としましては、親子のふれあいや子供の成長を感じられ、普段の生活では見られな

い子供の一面を引き出すことができた、家庭でのコミュニケーションにつながることも

期待できる、どの講座も好評であった、としたいと思っております。 

 「繕うカラフルなくらし」ですが、12月８日の参加人数が空欄となっております。当

日の参加者数は 13名となります。ご記入をお願いいたします。こちらの評価ですけれど

も、技法の基礎を学びながら、季節の植物であるミモザをポーチに刺繍し、季節を感じ
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ることができた。作製中は手元に集中する人もいれば、隣の人とお話を楽しみながら繕

う人もいた。参加者からは「とても楽しい時間だった」「なかなか刺繍に挑戦する機会

がなかったので、貴重な体験となった」など大変好評であった、といたします。 

 続きまして、高齢者対象事業です。「LINE 講座」と、隣 15 ページの「アプリ講座」

です。LINEにつきましては、キャンセル待ちを設定するなど、どちらの講座も人気でし

た。引き続き、初心者用よりも一歩踏み込んだ内容を検討していきたいと考えておりま

す。 

 次に、「さわやか学級」と「ふなばしシルバーリハビリ体操教室」ですが、資料のと

おり実施いたしました。 

 続きまして、16ページからのその他対象事業になります。「第 45回法典地区文化祭」

です。先ほど岩田館長からお話がありましたが、そのうちの丸山公民館分を記載させて

いただいております。資料の内容で 19日・20日と２日間開催いたしました。また 17ペ

ージの最後に記載の「文化祭だより」、こちらを併せて発行して、丸山・馬込地域に配

布をしております。 

 続きまして、「アルパで奏でる私のうた」です。アルパとは、南米パラグアイの民族

楽器で、ハープをスペイン語読みした言葉だそうです。私もそうですが、アルパを初め

て聴く方が多く、参加者からは「音色がすばらしい」「やさしい音色にうっとりとした」

など高評価でした。 

 続いて、「秋を訪ねてウォーキング」です。11 月 17 日に青空のもと、資料のとおり

実施いたしました。楽しいウォーキングだったのですが、「歩きがメインのため、見学

があってもよかった」、「主な場所だけでも説明があるとさらに楽しくなる」とのご意

見もいただきましたので、今後の参考にしたいと考えております。 

 続いて、「巡回児童ホーム 0・1・2歳ぽかぽか広場」と「丸山おはなし会」ですが、

それぞれ資料のとおり実施いたしました。 

 最後に、「サークル活動見学・体験会」です。丸山公民館では資料のとおり 11月に実

施いたしました。参加者数自体は 22名と少なかったですが、そのうちの９名の方がサー

クル入会という形でつながりました。先ほど岩田館長からお話がありましたが、引き続

き取り組みたい事業だと思っております。 

 丸山公民館からは以上となります。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、塚田公民館、お願いいたします。 

○塚田公民館長 

 塚田公民館の９月 19日から 12月 18日までの事業報告をご説明いたします。 

 初めに、青少年事業です。「ふなばしハッピーサタデー事業」は、全 11回中、７回目、
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８回目を資料のとおり実施しました。10月 12日は団体あそびの文化祭さんに依頼をし、

ハロウィンの工作。11 月 16 日は公益財団法人かずさ DNA 研究所の出前講座を活用し、

野菜の DNAを観察しました。参加者数は資料のとおりです。 

 続きまして、成人事業です。「健康測定～自分の健康をみてみよう～」は、９月 21

日に塚田地区スポーツ推進委員協議会に依頼をし、筋力測定や骨密度などを計測し、講

評とアドバイスをいただきました。参加者からは「健康状態を把握するよい機会であっ

た」と好評をいただきました。参加者数は資料のとおりです。 

 訂正をお願いいたします。表の右上「共催 塚田地区スポーツ推進委員協議会」の削

除をお願いいたします。こちらは共催ではなく依頼で来ていただいた形になりますので、

講師のところに掲載があるのが正しいということになります。 

 次に、「リカレント講座 知って得する図書館活用法～図書館ホームページからの予

約の仕方～」は、11 月 27 日、西図書館と共催により実施。再チャレンジする人が新た

に学習する動機づけとして、図書館における基本的な情報収集方法の再教育をすること

で、書籍による学習機会の精度・効率が向上し、学習の幅を広げ、暮らしを豊かなもの

にすること、そして、自分のスマホを活用して行ったことで、デジタルデバイド対策に

もなりました。参加者数は資料のとおりです。 

 次に、「学社連携講座 生（いのち）と性の健康講座」は、９月 24日に行田中学校区

六校連絡協議会と共催により実施しました。千葉県助産師会の方を講師に迎え、生命の

誕生や身体と心の性についてなどを学ぶ機会となりました。参加者数は資料のとおりで

す。 

 次に、「就学時健診等における子育て学習」です。こちらは３校、資料のとおり実施

をいたしました。 

 次に、「足裏リフレクソロジー」は、全２回を９月 18、25日に、リフレクソロジスト

藤原さき氏を講師に迎え、資料のとおり実施をいたしました。 

 続きまして、「そば打ち講座」、こちらも全２回、11月２日、９日に法典・塚田そば

打ちの会の皆様を講師に迎え、資料のとおり実施をいたしました。 

 次に、「塚田公民館本館家庭教育セミナー」は、全３回を 11月 15日、12月４日、17

日に乳幼児親子向けの内容で資料のとおり実施しました。参加者数を上から追記をお願

いいたします。11月 15日は今 26と載っていますが、13組 26人の参加です。12月４日

は 11組と載っていますが、11組 23人の参加となります。最後、12月 17日は未記入で

す。85組 191人の参加がありました。そして、表の右上に塚田児童ホームと共催という

ことを追記でお願いいたします。 

 次に、「まちなか散歩」は、12 月３日に自然観察指導員 平栗瑞枝氏を講師に迎え、

目黒から五反田の間にある施設、国立科学博物館附属自然教育園や池田山公園などを散

策しました。参加者数は資料のとおりです。 



 －8－ 

 次に、「スマホの基本とキャッシュレス」は、12 月 11 日にソフトバンク株式会社を

講師に迎え、基本操作とキャッシュレスについて学びました。参加者数が抜けておりま

すので追記をお願いいたします。参加者数は５人です。 

 続きまして、高齢者事業です。「塚田元気クラブ」、「塚田寿大学」、「ふなばしシ

ルバーリハビリ体操教室」は定例事業のため、資料のとおりとさせていただきます。た

だ、参加者数が抜けておりますので、まず「塚田元気クラブ」の 12月 10日は、21人で

す。続きまして、塚田寿大学の 12月 17日は 111人です。 

 続きまして、その他事業です。「卓球台開放」、一つ飛ばしまして、「子育て支援 ひ

よこ広場」、「こどもおはなし会」は定例事業のため、資料のとおりとさせていただき

ます。こちらも恐れ入りますが、「卓球台開放」の一番下、12月５日の人数が抜けてお

ります。12名でお願いいたします。23ページ、こどもおはなし会の一番下、12月 14日

の参加人数、こちらは 14人でお願いいたします。 

 23ページの一番上、「つかだコンサート 2024 世代を超えて音楽を楽しもう！」は、

９月 21日に非営利活動法人船橋子ども劇場、行典なかよし地域センターと共催により実

施をしました。昭和歌謡やアニメの主題歌など、子供から大人まで幅広い世代が楽しめ

るコンサートになりました。参加者数は資料のとおりです。 

 次のページに移ります。次に、「塚田公民館文化祭」は 10月 26日、27日に開催。２

日目が衆議院議員選挙の投票日と重なり、塚田児童ホームの体育室が投票所であったた

め、内容を変更（一部中止）しての開催となり、いくつかの参加団体にはご迷惑をおか

けしましたが、投票所効果もあり、各ブースにたくさんの参加者を迎えることができま

した。また、中学生ボランティアによる各場面での手伝いも大きな力となりました。参

加者数は資料のとおりです。 

 次に、「サークル活動見学・体験会」は 11月の 1か月間開催。46団体中 37団体が参

加をしてくれました。全体を通して見学者は少なかったものの、新規入会につながった

ケースが複数報告されました。サークル活動に関心を抱くきっかけづくりとして価値あ

る企画であったことから、次年度以降も開催していければと考えております。参加者数

が抜けております。参加者数は 49人でお願いいたします。 

 最後に、「館報つかだの発行」です。お手元にピンクの館報をお配りさせていただき

ました。文化祭の１週間前にお配りしたものなので、随分前のものになってしまいます

が、参考にしていただければと思います。 

 塚田公民館からは以上です。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、葛飾公民館、お願いいたします。 

○葛飾公民館長 
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 葛飾公民館の９月19日から12月18日までの主な事業報告と参加人数について説明い

たします。資料は 25ページからです。 

 初めに、青少年対象の「ふなばしハッピーサタデー事業」です。９月 21日のハロウィ

ンおかしづくりは、アイシングクッキーと言ってお砂糖を溶かしたものでカボチャやゾ

ンビの顔などを描きました。その場ですぐ食べる子もいるし、大切にお家に持って帰る

子もいて、その様子も可愛らしい一面を見ることができました。参加者数は 20名でした。

19日のオリジナルスーパーボールづくりは、おゆまるという粘土を使って、自分の好き

な色でスーパーボールをつくりました。参加者数は 25名。12月 14日のスポーツ雪合戦

は、児童ホームで行ったのですが、参加者数が抜けております。22名でした。記入をお

願いいたします。 

 成人対象の「子育て支援事業『すまいる広場』」は、10 月 10 日はトーンチャイム、

11月 14日はリトミック・歌・マッサージで、それぞれ 21名の参加がありました。 

 「郷土史講座『船橋の富士塚から見る！富士山信仰』」は、１回目は座学、２回目は

慣れ親しんだ土地に古くから残されている遺物や信仰をかみしめながら、３か所の浅間

神社を訪ねました。参加者数は記載のとおりです。 

 次のページに行きます。「おもしろ雑学講座」は、隅田川の橋を巡るということで、

１回目は座学、２回目は両国から浅草まで現地を巡り、歴史的観点からの散策となりま

した。参加者数は記載のとおりです。 

 「鍋帽子でふっくら保温調理」、こちらはエコライフの実践につながると参加者から

高評価をいただき、すぐにでもまたやってほしいという意見が多くありました。参加者

数は記載のとおりです。 

 「葛飾公民館本館家庭教育セミナー」として、11月９日に食育と健康をテーマに親子

でパンづくりを開催しました。こちら 25名の参加がありました。 

 「クリスマスをおしゃれに彩ろう～アロマ＆ラッピング～」は、１回目はシューズキ

ーパーづくりで、参加者数は６名でした。２回目はクリスマスラッピングで、参加者は

７名でした。それぞれ参加者の記入をお願いいたします。 

 27ページです。高齢者対象の「かつしか寿大学」は、記載のとおり開催いたしました。

ここで、すみません、12 月の回の記入漏れがありますので、記入をお願いいたします。

12月 17日（火）、10時から映画を上映しました。映画は「34丁目の奇蹟」という映画

で、参加者は 47名でした。記入をお願いいたします。 

 「ふなばしシルバーリハビリ体操教室」は、リラックス体操・筋トレ体操を行い、12

月 10日は 57名の参加がありました。記入をお願いいたします。 

 その他事業です。「葛飾公民館文化祭」は、10月の 12、13日の２日間の開催で、2,000

名を超す多くの参加者があり、サークルの発表や展示・模擬店なども出て、更には葛飾

小学校と葛飾中学校にも参加いただき、大盛況の賑わいが見られました。 



 －10－ 

 「館報の発行」については、９月末にこの文化祭のお知らせということで、１万 5,000

部配布をしております。 

 次に、28ページです。「福祉のまちづくり支援事業」のちびっこ広場は記載のとおり

開催され、12月 16日は 34名の参加がありましたので、参加者の記入をお願いいたしま

す。福祉まつりは 10 月 20 日に開催され、1,506 人の参加があり、スローガンでもある

赤ちゃんから高齢の方まで皆様が楽しめるお祭りになりました。 

 「就学時健診等における子育て学習」は、記載のとおり開催いたしました。 

 29ページです。「地域学校協働活動の推進事業」としては、11月 30日に 125名の観

客を前に、88名の生徒が代わる代わるアンサンブルで登場し、地域の方も保護者の方も、

そして何よりも生徒自身が楽しめるコンサートになりました。 

 最後に、「サークル見学・体験月間」の報告です。11月の１か月行いました。参加者

は 13名と少ないものでしたが、これを機に入会された報告を受け、サークル活動の活性

化に少し貢献できたものと思います。来年もまた継続していきたいと考えております。 

 葛飾公民館の事業報告につきましては以上でございます。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 それでは、皆さん少しご覧いただいて、少しお時間たってからご質問を受けたいと思

います。 

 よろしいですか。では、この事業報告につきまして、ご質問、ご意見がございました

らお願いいたします。 

 どうぞ。 

○村尾委員 

 西部公民館のリカレント講座「スマホでできる！Canva でチラシをつくろう」、これ

は私のお友達が参加して、とてもよくて、私の携帯にも写メを送ってきたんですけれど

も、とても楽しく学べてよかったというお声がメールに入っていました。楽しかったみ

たい。本当にきれいなチラシができて、すてきでしたね。 

○西部公民館長 

 ありがとうございます。 

○新宮委員 

 スマホでつくれてしまうの。 

○村尾委員 

 スマホでつくれるんです。 

○西部公民館長 

 スマホひとつで簡単につくれます。今回は Canvaというアプリのスマホバージョンを

使って講座を行いました。スマホで作業が出来ると、外出先などでもスキマ時間に仕事
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が進めやすくて便利です。完成後はそのまま印刷発注なども出来ます。 

○新宮委員 

 そのアプリを入れなければ当然できないですよね。 

○西部公民館長 

 はい。アプリは無料でインストールできます。 

○村尾委員 

 それが入っていないと作成できないんですけれども、そのチラシ自体はきれいでした。 

○新宮委員 

 今度やってみよう。 

○宍戸委員長 

 ほかにいかがですか。 

 どうぞ。 

○新宮委員 

 もっと前に気がつけばよかったかなと思うんですが、この成人とか高齢者が特にちょ

っと気になるところがあります。男女の割合、多分、女性のほうが多いかなと思います

けれども、そういう事業の中でも、男性の参加の多いものもあるのかなという気がしま

す。例えば今回の報告の中で、この事業に関しては通常のものよりも男性の参加が多か

ったというのがあれば、ちょっと教えてもらえればと思うんですが。 

 急に言ったので、なければなしでいいですが、そういうのもちょっと考えて、参加者

数のところに男女別の人数などが入れられないのかなと思いました。 

○西部公民館長 

 今、社会全体の流れといたしまして LGBTQへの配慮が必要なため、市では原則、各種

申請書や講座等の申込書に性別の記載を求めないよう統一しているため、男女別の人数

は統計的には把握出来ないです。 

 実際に参加された方の外見やお名前などからある程度判断することは出来ますが、数

字としてこの報告書の中に男女別の参加者数を入れ込むというのは今後も難しいものが

ございます。 

○新宮委員 

 全部の公民館がそうですか。 

○西部公民館長 

 はい。 

○塚田公民館長 

 学級講座だけは調査ものが男女比の回答をしなければいけないので、それだけはまだ

残っていますが、前回ちょっと県のほうに確認したところ、過去の経緯からどうしても

男女比を今すぐにやめることはできないというような見解でしたので、多分そこは継続
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的に男女比は学級講座に関しては例外として残っている形だと思います。 

○新宮委員 

 分かりました。感覚的にやはり何となく見ていて男性の人がなかなか表に出ないとい

うような状況もあるので、そのためにはどうしたらいいのかなというのも、ちょっと事

業をやっていく上でも考えたらいいかなと、ふと思ったりしております。 

○西部公民館長 

 先ほど報告しました西部公民館の「わくわくセミナー」、報告の２ページの下から２

段目ですが、コーディネーター連絡協議会さんが企画立案してくださった「祝 60 周

年！！新幹線誕生とこれから」というテーマだったのですが、こちらはやはり予想どお

りと言いますか、ほとんどが男性の方のようでした。鉄道ファンは男性が多い傾向なの

かなと。アンケートでは今後も鉄道関連の講座を望む声もございましたので、これから

も機会があれば取り組んでいけたらと思います。 

○新宮委員 

 ちなみに、その上の歴史探訪講座なんかも、やはり通常の講座よりも男性が多くなっ

ていないですか。 

○葛飾公民館長 

 葛飾でも歴史関連は男性が比較的多い講座になっています。富士山信仰とか、橋巡り

の講座で隅田川を両国から浅草まで歩いたものは、半分までは行きませんが、少し欠け

たぐらいの、男性が目立つ感じの参加者がありました。 

○新宮委員 

 多分、歴史ものとか鉄道ものは多いのかなと思ったものですから。分かりました。 

○宍戸委員長 

 よろしいですか。 

 ほかにご質問がなければ、各公民館からの事業報告については承認するものとしてよ

ろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○宍戸委員長 

 ありがとうございます。それでは承認といたします。 

 次に、議事（２）「各公民館の事業計画」を、西部公民館から順次お願いいたします。 

○西部公民館長 

 はい。12月 19日から 3月 31日までの期間の西部公民館の事業計画をご説明いたしま

す。お手元の資料では、計画の１ページから４ページをご覧ください。 

 初めに、青少年事業が３件です。１件目、「ふなばしハッピーサタデー事業」は、全

12回のうち、１月、２月、３月分を掲載しています。２件目は「中山まちのむかしとい

ま」です。こちらは、社会全体で子供を見守り育成するため学校と地域が連携協働する
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「地域学校協働活動」推進事業の一環として、小栗原小学校への出張講座を行います。

日頃から西部公民館の社会教育関係団体で活動されている郷土史愛好家の中田修氏をゲ

ストティーチャーとして小学校に派遣し、３年生の全生徒を対象に、地域の歴史などを

映像で紹介する授業を行っていただきます。 

 青少年事業の３件目は、「子どもフェスティバル」です。子どもフェスティバルは、

文化祭と並ぶ公民館の二大イベントの一つで、毎年１回、全フロアを使用して盛大に開

催しています。今年は 12団体が参加される予定で、ダンスや武道の発表、展示や遊びの

コーナー、模擬店やスタンプラリーなどを企画しているほか、令和６年度は船橋市と中

国の西安市が友好都市を提携して 35周年の節目の年に当たることから、周年記念事業の

一環として、ふだんは国際交流課で勤務している中国人の国際交流員も連携して子ども

フェスティバルに出演します。中国の影絵ショーのステージや変面塗り絵の工作などで、

友好都市の文化を子供たちに親しんでもらう計画です。青少年事業の説明は以上です。 

 次に、成人事業が２件です。１件目、「本館家庭教育セミナー」は、全３回のうち最

後の１回として、早わかり「NISA」セミナーを開催します。将来の学費負担などの不安

も大きい小・中学生の保護者を対象に、未来のための資産形成について学びます。 

 資料の２ページ目、成人事業の２件目は「アフタヌーンヨガ」です。こちらは新たな

利用層の拡大を目的とした事業で、日頃は仕事などで公民館に来られない人も参加しや

すい時間帯を選び、初心者でも気軽に参加できるヨガ体験を企画しました。土曜の午後

のひとときを自分のために使ってリラックスしていただき、公民館に親しむきっかけづ

くりとなることを期待しています。 

 続いて、高齢者事業が３件です。「西部寿大学」、「ふなばしシルバーリハビリ体操

教室」、「元気応援講座」を、それぞれ記載のとおり実施します。 

 最後に、３ページから４ページまでは、その他事業です。「本はともだち」、「西部

子育てサロン」、「おもちゃの病院」、「親子で楽しもう」、「わくわくセミナー ク

ラシックギターの響き」、「地域ふれあいコンサート」、「館報の発行」と、合計７件

の事業を計画しています。 

 抜粋して２件、簡単に説明します。４ページの上から２段目の「わくわくセミナー」

と、その下の「地域ふれあいコンサート」は、どちらも音楽の生演奏を楽しんでいただ

けるコンサートの企画です。「わくわくセミナー」のほうは、生涯学習コーディネータ

ー連絡協議会西部ブロックの皆さんの企画立案による「クラシックギターの響き」をお

届けします。「地域ふれあいコンサート」のほうは、第 29回ふなばし音楽フェスティバ

ルの一環として、小栗原地域ふれあいコンサート実行委員会の皆さんの企画立案により、

ゴスペルコンサートをお届けします。どちらも身近な公民館で生の音楽に親しんでいた

だく機会を提供し、地域の音楽環境がより豊かになることを期待した企画となっており

ます。 
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 西部公民館からの事業計画の説明は以上でございます。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、法典公民館の事業計画をお願いいたします。 

○西部公民館長 

 はい。12月 19日から 3月 31日までの期間の法典公民館の事業計画をご説明いたしま

す。資料は計画の５ページから７ページをご覧ください。 

 初めに、５ページです。青少年事業は「絵本の読み聞かせ」と「ハッピーサタデー事

業」の計２事業を、成人事業は「法典小学校家庭教育セミナー」を、それぞれ記載のと

おり実施する計画です。 

 続いて、６ページ、高齢者事業は「法典寿大学」と「ふなばしシルバーリハビリ体操

教室」の計２事業を、記載のとおり実施予定です。 

 ６ページの一番下から７ページまでは、その他事業として「親子クリスマスコンサー

ト」、「子育て支援講座（ぽんぽこ広場）」、「救急フェア」、「地域ふれあいコンサ

ート」の計４事業を計画しています。 

 このうち抜粋して２件、簡単にご説明します。 

 まず、７ページの「救急フェア」は、法典３丁目町会と共催で、危機管理課職員を講

師に迎え、いざというときに備えた防災訓練を行います。起震車や煙中ハウスも派遣し

てもらう予定となっており、最大震度７までの揺れや効果音を体感したり、火災時の避

難を想定して人体に無害な煙が充満したハウス内の歩行体験を行うことで、地域住民の

皆さんが連携して、より現実感のある訓練を実施する予定です。 

 次に、「地域ふれあいコンサート」について簡単に説明します。こちらも西部公民館

と同じく第 29回ふなばし音楽フェスティバルの一環として、法典地区ふれあいコンサー

ト実行委員会との共催で地域ふれあいコンサートを開催します。今年は船橋市出身のジ

ャズボーカリスト桃井まり氏をはじめ、ジャズピアニストの佐藤まさみ氏、ジャズベー

シスト、こちらはコントラバスを弾く方ですが、石原雄介氏をお迎えして、ジャズで聴

く映画音楽の世界をお届けします。皆さんがよく知っている曲も多いと思いますので、

地域の方にジャズの生演奏をより身近に感じてもらい、音楽の裾野を広げられることを

期待しています。 

 法典公民館からの事業計画の説明は以上でございます。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、丸山公民館、お願いいたします。 

○丸山公民館長 

 丸山公民館の 12月 19日から３月 31日までの事業計画についてご説明いたします。 
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 最初に、青少年対象事業です。「ふなばしハッピーサタデー事業」を１月から３月の

３回計画をしております。２月 16日の「ベースボールをやってみよう」の時間が変更と

なっております。12 時 30 分から 14 時 30 分となります。申し訳ございませんが、修正

をお願いいたします。３月 22日の内容は未定となっておりますが、スポーツ系を計画し

ております。 

 「巡回児童ホーム 小学生わくわくタイム」については、資料のとおり実施いたしま

す。 

 続いて、「第 40回子どものつどい」です。地域の人々とともに子供たちによい文化を

提供し、楽しく集える場を設けて、子供たちにふるさと意識を芽生えさせ、地域を明る

く魅力ある街にしていくことを目的に、町会・自治会、青少年育成会、小学校の PTAな

どの代表で組織された実行委員会と共催で実施いたします。 

 続きまして、成人対象事業です。「新春まるやま寄席」ですが、笑いでよい年をスタ

ートしていただくとともに、文化芸術に触れる機会を提供することを目的に実施いたし

ます。日程、出演者は資料のとおりです。 

 ９ページになります。高齢者対象事業です。「さわやか学級」、「ふなばしシルバー

リハビリ体操教室」を、それぞれ資料のとおり実施いたします。 

 続きまして、その他対象事業です。「Bon voyage！～ミュージカル音楽で巡るワール

ドクルーズ～」ですが、この時期に行われます「ふなばし音楽フェスティバル 地域ふ

れあいコンサート」参加事業として、丸山公民館でも行います。地域の方に良質な音楽

に親しむ機会と心豊かな時間を提供するとともに、文化芸術の振興を図ることを目的に、

記載のとおり実施いたします。 

 続きまして、「巡回児童ホーム 0・1・2 歳ぽかぽか広場」ですが、こちらにつきま

しても資料のとおり実施いたします。 

 10 ページをご覧ください。「丸山おはなし会」です。こちらも 12 月から３月にかけ

まして資料のとおり実施いたします。 

 最後に、「館報の発行」です。12月発行分ですが、印刷が出来上がりましたのでお手

元に配付させていただきました。青色の館報紙になります。地域への配布は地域新聞社

より 12月 25日から 27日の期間で配布を予定しております。２月分につきましては、３

月２日開催の「子どものつどい」の記事を中心とする内容で配布する予定です。 

 丸山公民館からは以上となります。 

○宍戸委員長 

 続きまして、塚田公民館の事業計画をお願いいたします。 

○塚田公民館長 

 塚田公民館の 12月 19日から３月 31日までの事業計画をご説明いたします。 

 初めに、青少年事業です。「ふなばしハッピーサタデー事業」は、全 11回中、９回か



 －16－ 

ら 11回目を資料のとおり開催します。12月 24日は、クリスマス会として宮野下シリュ

ウさんによるマリンバの演奏とビンゴゲームを開催。１月 11、18日は、体操教室として

地域のスポーツクラブの方を講師に招き、開催いたします。こちら両方とも児童ホーム

との共催による実施となります。 

 次に、「こどもまつり」は２月 15日に開催いたします。日大理工学部の鉄道研究会や

こども食堂、東武アーバンパークライン、塚田公民館利用の関係団体にご協力をいただ

き、地域を巻き込んでの開催となります。 

 続きまして、成人事業です。「まなぼう教室『船橋本町～御殿通りと大神宮を探る』」

は、１月 14、21日に生涯学習コーディネーター連絡協議会と共催で、１日目は座学、２

日目には散策を行います。 

 次に、「手作りワークショップ 味噌作り」は、１月 30日に廣瀬夏子氏を講師に迎え

て開催いたします。 

 次に、「スマホの基本と LINEの体験（手話つき）」は、２月 26日、ソフトバンク株

式会社を講師にデジタルデバイド対策として開催いたします。手話につきましては、船

橋福祉サービス公社のご協力により行う予定です。 

 次に、「花めぐりウォーキング」は、３月 23日に船橋市スポーツと健康を推進する会

を講師に行う予定でしたが、日程などを含め、開催か否か現在調整中でございます。 

 続きまして、高齢者事業です。「塚田寿大学」、「塚田元気クラブ」、「ふなばしシ

ルバーリハビリ体操教室」は、定例事業のため資料のとおりとさせていただきます。 

 続きまして、その他事業です。「防災関連講座」は、３月９日に管区内の単一町会、

旭町町会と共催により開催いたします。 

 次に、「こどもおはなし会」、「卓球台開放」、「子育て支援 ひよこ広場」は、定

例事業のため資料のとおりとさせていただきます。 

 最後に、「館報つかだの発行」です。こどもまつり号として２月８日に「地域新聞」

の折り込みで管区内に配布する予定です。 

 塚田公民館からは以上です。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、葛飾公民館の計画をお願いします。 

○葛飾公民館長 

 葛飾公民館の 12月 19日から３月 31日までの主な事業計画について説明いたします。 

 青少年対象の「ふなばしハッピーサタデー事業」です。まず、12 月 21 日の土曜日、

「クリスマスコンサート」をやります。こちらはハッピーサタデー事業と次に出てまい

ります「すまいる広場」と公民館が一緒に協力し行うイベントとしております。０歳か

ら楽しめる親子クリスマスコンサートとして、舞台の前には床の上にジョイントマット
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を敷いて、赤ちゃんや子供たちが寝転がったり、体育座りなどリラックスしたりダンス

したりして保護者と観賞できるようにし、出入り口も開放してベビーカーなどいつでも

出入りができるよう、子供主体のコンサートを計画しております。もちろん、講堂の後

ろ半分には椅子席を用意し、どなたでも楽しんでいただけるよう工夫した会場づくりを

行います。長くなりましたが、すみません、戻ります。 

 １月 11 日はスノードームづくり、2 月 16 日はこどもまつりにゲームなど、青少年相

談員の方々などのご協力をいただきます。2月 22日は、飾り巻きずしをつくる講座を計

画していて、切るとパンダの顔が出てくる巻きものをつくる予定です。 

 成人対象の「子育て支援事業『すまいる広場』」です。12 月 21 日は先ほど説明いた

しましたクリスマスコンサート、１月９日と２月 13日は保育士や歯科衛生士などのお話

をいただきます。３月 13日は絵本の読み聞かせをしていただく予定です。 

 「色えんぴつを楽しむ」は、３回の講座として身近にある画材で親しみやすい色鉛筆

を使って基本を学ぶ講座を予定しております。 

 高齢者対象事業として、「かつしか寿大学」は、１月 21日に音楽療法士による癒しの

ミニコンサート、２月 18日はまなび船橋を講師に歴史講座、３月 18日は金原亭小馬生

をお招きし、落語を開催する予定です。 

 「ふなばしシルバーリハビリ体操教室」は、記載のとおり開催いたします。 

 その他に参りまして、「葛の葉らいぶ」です。１月 25日は「葛飾福寄席」で、落語家

の桂竹千代をお招きして新春ライブの幕開けをします。２月１日は「デキシーランドジ

ャズの魅力」として、楠堂浩己と FINEST JAZZ MAN で地域ふれあいコンサートを開催い

たします。 

 次に、「第 30回こどもまつり」を２月 16日に開催する予定です。今回はサブネーム

として「しかの子フェスティバル」と名づけて、子供ボランティアも 25名の応募があり

ました。 

 「館報の発行」は、こどもまつりの前の１月終わりに「地域新聞」に折り込む予定で

ございます。 

 「福祉のまちづくり支援事業」のちびっこ広場は、記載のとおり開催する予定です。 

 最後に、「地域学校協働活動の推進事業」として、３月１日に葛飾小学校音楽部のス

プリングコンサートを開催する予定です。 

 葛飾公民館の事業につきましては、以上でございます。 

○宍戸委員長 

 ありがとうございました。 

 それでは、少しお時間いただきましょうか。 

よろしいでしょうか。それでは、この事業計画につきまして、ご質問、ご意見等がご

ざいましたらお願いいたします。 
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○新宮委員 

 15ページの葛飾公民館ですが、クリスマスコンサートのトリオリリリ、どんなことを

やるんですか。 

○葛飾公民館長 

 パーカッションと打楽器とやさしいフルートとのコンサートなんですけれども、もう

前から出演者の方には、赤ちゃん対象なので、クリスマスメドレーを演奏してもらう予

定です。子供たちがわいわいしたり泣いたり……ということを了承いただきお願いして

おります。 

○新宮委員 

 それは関係なしということですね。 

○葛飾公民館長 

 そうなんです。子供たちメインのコンサートにしていますので、泣き出したり、途中

から来たり出入りもありますし、ざわざわするということはご了承の上でやってもらう。

子供たちだけのために本来はやりたかったのですが、地域の方も見に行きたいとおっし

ゃる方もいらっしゃるので、ご高齢の方も見ていただけるようにということで、対象を

広げてやっております。但し、申し込みの際には、公民館より趣旨を説明し受付してお

ります。 

○新宮委員 

 分かりました。 

○宍戸委員長 

 いかがですか、よろしいですか。 

 それでは、ほかにご質問がなければ、各公民館からの事業計画につきましては承認す

るものとしてよろしいですか、 

（「異議なし」の声あり） 

○宍戸委員長 

 ありがとうございます。それでは、承認といたします。 

 ここからは非公開の審議事業となります。議事（３）については、船橋市情報公開条

例第７条第２号の不開示情報を審議することから、同条例第 26条第２号に該当しますの

で、会議を非公開といたします。 

 

 

以下、船橋市情報公開条例第 26条第２号に該当するため、非公開とする。 

 

 

○宍戸委員長 
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 以上で議案の審議は全て終わりました。委員及び理事者の皆様、ご協力ありがとうご

ざいました。 

 それでは、事務局にお返しいたします。 

○事務局（西部公民館長補佐） 

 委員の皆様、本日のご審議ありがとうございました。次回は、令和７年３月 19日（水

曜日）、午後２時から、会場はこちらで行います。いつも木曜日なのですが、祝日のた

め、１日前倒しで水曜日になっておりますので、お間違えのないようよろしくお願いい

たします。 

 また、少し早いのですが、令和７年度の第１回の開催日は４月 17日（木曜日）を予定

しております。時間・場所は一緒です。開催日程の一覧表については３月の開催時に配

付したいと思いますので、よろしくお願いします。 

 本日の非公開資料は、郵送で送付したものも含めて、その場に置いたまま退室をお願

いいたします。 

 それでは、これをもちまして、令和６年度第４回西部公民館運営審議会を閉会いたし

ます。ありがとうございました。 

 

閉会 

 

 

 

 

 


